
当院における新型コロナウイルス感染症対策について 

 

新型コロナウイルス（COVID-19）は飛沫及び接触により感染すると言われており、歯科治療においては飛沫（エアロゾル）を

伴う処置が多く、感染拡大のリスクが高いものと考えます。 

当院といたしましては、安全性と信頼性を向上させる取り組みとして来院時の検温と問診を実施し、下記に該当する方の診療につ

いては、感染症法上の発熱の定義に基づき、当面の間、診療室への入室規制の対応を取らせていただきますので、ご理解の上ご協

力いただきますようお願いいたします。 

A）14 日以内から現在まで37.5℃以上の発熱がある方 

 （解熱剤を飲み続けなければならない方も同様） 

B）14 日以内に、海外に渡航歴がある方、あるいはそのような方と最近接触がある方 

C）14 日以内に、強い呼吸器症状（咳や鼻汁）と倦怠感のある方 

D）14 日以内に、味や匂いがわかりにくいといった症状のある方 

E）14 日以内に、同居者の中に、上記の事項が当てはまる方 

また、院内感染を極力防ぐため、来院時に 37.0℃以上の熱がある方や咳などの感冒症状のある方に関しましては、治療内容の規

制の対象となります。（患者様それぞれの状態を考慮し、エアロゾルの飛散する処置について延期または中止の検討を歯科医師が

判断致します。） 

37.5℃以下でご自身の活動に問題がなくても、平熱と比較し１℃以上高い場合は、万が一の感染を考慮し、念の為ご来院をお控

えいただきますようお願いいたします。 

上記の基準に該当し、やむを得ずキャンセルとなった場合、可能な限りお早めの次回アポイントをご用意出来るよう努めますの

で、熱のある方は解熱後１４日経過後に改めてご予約のお取り直しをして頂ますよう、お願いいたします。 

なお、患者様に基準値以上の発熱が認められない場合でも、お付添の方や同居の方に基準値を超える発熱が見られる場合には、上

記に準ずる対応を取らせて頂きますので、ご協力をお願い致します。 

【当院が行っている感染予防への取り組み】 

・院内の共有スペースにおける消毒用アルコールの設置と複数人が接触する部位の定期的な清拭 

・ソーシャルディスタンス（社会的距離）確保の配慮 

・当院関係者の感染防護対策（化学防護服,N95 マスク,フェイスガード,キャップなど）の徹底 

・院内スタッフとその家族の毎日の検温及び手指消毒の徹底 

・院内スタッフとその家族が発熱,咳,倦怠感を伴う症状を訴えた場合の自宅待機及び 

 医療機関受診の徹底 

・待合室における雑誌,新聞,ウォーターサーバー等の撤去,キッズスペースの一時的な閉鎖 

・診療室内の全面換気 

・患者様とお付き添いの方に対する来院時の事前問診と体温測定によるスクリーニング 

・患者様に対する処置前の抗菌性洗口液によるガラガラ嗽の実施 

上記のいずれにつきましても常日頃より行っている感染予防対策に加え、日本歯科医師会、口腔外科学会等の最新の指針や情報に

基づいた対策を当院では積極的に行っております。 

物々しくて申し訳ありませんが、これまで以上に皆様が安全に通院して頂ける環境を整えるよう、職員一同努めてまいります。 

 


